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｜
日
顕
宗
を
破
す
｜
【
２
】
日
顕
宗
の
邪
義 

 

①
悪
と
戦
う 

本
文
中
の
空
欄
に
語
群
か
ら
選
ん
で
適
切
な
言
葉
を
埋
め
な
さ
い
。 

 

日
蓮
大
聖
人
直
結
の
信
心
で
、
仏
法
を
弘
め
、
万
人
の
幸
福
と
立
正
安
国
、
世
界
平
和
の
た
め
に
活
動
し
て
い
る
の
が

（ 

創
価
学
会 

）
で
す
。 

大
聖
人
は
『
如
か
ず
彼
の
万
祈
を
修
せ
ん
よ
り
は
此
の
（ 

一
凶 

）
を
禁
ぜ
ん
に
は
』『
須
く
凶
を
捨
て
て

（ 

善 

）
に
帰
し
源
を
塞
ぎ
根
を
截
べ
し
』
と
根
本
の
悪
縁
と
戦
う
こ
と
を
強
調
し
て
い
ま
す
。 

『
信
心
ふ
か
き
も
の
も
（ 

法
華
経
の
か
た
き 

）
を
ば
せ
め
ず
、
い
か
な
る
大
善
を
つ
く
り
（ 

法
華
経 

）
を 

千
万
部
読
み
書
写
し
（ 

一
念
三
千 
）
の
観
道
を
得
た
る
人
な
り
と
も
（ 

法
華
経
の
敵 

）
を
だ
に
も
・
せ
め
ざ

れ
ば
得
道
あ
り
が
た
し
』
と
説
き
、
ど
ん
な
善
根
を
作
っ
て
仏
法
の
修
行
を
重
ね
て
も
（ 

法
華
経
の
敵 

）
を 

責
め
な
け
れ
ば
（ 

成
仏 

）
で
き
な
い
と
厳
し
く
指
導
さ
れ
て
い
る
。 

 

こ
の
「
法
華
経
の
敵
」
と
は
、
人
々
に
（ 

法
華
経 
）
を
捨
て
さ
せ
、
万
人
の
（ 

成
仏 

）
の
道
を
塞
ぐ
者
で
あ

り
、
生
命
尊
厳
・
万
人
平
等
・
民
衆
根
本
の
（ 

法
華
経 

）
を
否
定
し
、（ 

法
華
経 

）
の
行
者
を
迫
害
す
る
者
で

す
。
大
聖
人
御
在
世
当
時
で
は
権
力
と
結
託
し
た
（ 

極
楽
寺
良
観 

）
で
あ
り
、
現
代
に
お
い
て
は
（ 

日
顕 

）

が
法
華
経
の
敵
に
あ
た
り
ま
す
。 

 

仏
法
上
の
大
罪
と
し
て
（ 

五
逆
罪 

）
が
あ
り
ま
す
。 

日
顕
が
犯
し
た
最
大
の
罪
は
、
こ
の
（ 

五
逆
罪 

）
の
な
か
で
特
に
重
罪
の
（ 

破
和
合
僧 

）
で
す
。 

  

創
価
学
会 

 

成
仏 

 

無
限
地
獄 

 

一
念
三
千 

 

一
凶 

 

極
楽
寺
良
観 

 

日
顕 
 

破
和
合
僧 

 

成
仏 

 

善 
 

悪 
 

五
逆
罪 

 

法
華
経
の
敵
（
か
た
き
） 

 

法
華
経 

 
 

  

②
日
顕
宗
の
主
な
邪
義 

※
次
に
挙
げ
る
３
点
の
邪
義
に
つ
い
て
、
御
書
の
御
文
を
引
い
た
破
折
の
文
章
を
語
群
か
ら
選
ん
で
完
成
さ
せ
な
さ
い
。 

 

（
穴
埋
め
式
に
し
て
い
ま
す
が
試
験
に
際
し
て
は
「
破
折
」
を
す
べ
て
記
述
で
き
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
） 

 

①
邪
義 

日
顕
宗
は
法
主
を
信
仰
の
対
象
に
し
て
い
る
。 

 

破
折 

（ 

御
本
尊 

）
根
本
の
信
心
こ
そ
が
、
連
祖
（ 

日
蓮
大
聖
人 

）・
第
二
祖
（ 

日
興
上
人 

）
以
来
の

正
し
い
信
心
で
あ
る
。 

（ 

日
興
上
人 

）
は
、「
遺
戒
置
文
」
に
お
い
て
『
時
の
（ 

貫
首 

）
為
り
と
雖
も
（ 

仏
法 

）
に
相

違
し
て
（ 

己
義 

）
を
構
え
ば
之
を
用
う
可
か
ら
ざ
る
事
』
と
あ
る
よ
う
に
、
法
主
が
過
ち
を
犯
し
自
分
勝

手
な
主
張
を
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
法
主
を
用
い
て
は
な
ら
な
い
と
断
言
さ
れ
て
い
る
。 

日
顕
宗
が
唱
え
る
法
主
信
仰
は
、
日
蓮
大
聖
人
、
（ 

日
興 

）
上
人
に
完
全
に
違
背
し
て
い
る
。 

 

②
邪
義 

日
顕
宗
は
前
法
主
か
ら
血
脈
相
承
を
受
け
る
だ
け
で
仏
の
内
証
を
悟
る
と
の
神
秘
的
血
脈
を
掲
げ
て
い
る
。 

 

破
折 

大
聖
人
は
『
日
本
国
の
一
切
衆
生
に
（ 

法
華
経 

）
を
信
ぜ
し
め
て
仏
に
成
る
（ 

血
脈 

）
を
継
が
し
め

ん
と
す
る
』
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
信
心
の
血
脈
は
（ 

一
切
衆
生 

）
に
開
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

血
脈
と
は
（ 

信
心 

）
そ
の
も
の
で
あ
る
。 

 

③
邪
義 

「
僧
が
上
で
信
者
は
下
」
と
い
う
差
別
思
想
を
持
っ
て
い
る
。 

 

破
折 

大
聖
人
は
『
此
の
世
の
中
の
（ 

男
女
僧
尼 

）
は
嫌
う
べ
か
ら
ず
（ 

法
華
経 

）
を
持
た
せ
給
う
人
は

（ 

一
切
衆
生 

）
の
し
う
（
主
）
と
こ
そ
仏
は
御
ら
ん
候
ら
め
』 

『（ 

僧 

）
も
俗
も
（ 

尼 

）
も
女
も
一
句
を
も
人
に
か
た
ら
ん
人
は
（ 

如
来 

）
の
使
と
見
え
た
り
』

と
述
べ
て
、
明
確
に
僧
俗
の
平
等
を
説
か
れ
て
い
る
。 
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日
蓮
大
聖
人 

 

日
興
上
人 

 

男
女
僧
尼 

 

僧 
 

尼 
 

一
句 

 

如
来 

 

貫
首 

 

血
脈 

 

法
華
経 

 

己
義 

 
日
興 

 

仏
法 

 

信
心 

 

御
本
尊 

 

一
切
衆
生 

 
 

  

※
創
価
学
会
を
破
門
し
た
日
顕
の
罪
は
五
逆
罪
の
ど
れ
に
あ
た
り
ま
す
か
？ 

（ 

破
和
合
僧 

 

） 
 

※
次
の
御
文
は
日
顕
宗
の
ど
の
よ
う
な
邪
義
を
破
折
す
る
も
の
で
す
か
。
そ
れ
ぞ
れ
邪
義
を
書
き
な
さ
い
。 

 

①
時
の
貫
首
或
は
習
学
の
仁
に
お
い
て
は
設
い
媱
犯
有
り
と
雖
も
衆
徒
に
差
置
く
可
き
事 

（ 

法
主
信
仰 

 
 

） 

②
日
本
国
の
一
切
衆
生
に
法
華
経
を
信
ぜ
し
め
て
仏
に
成
る
血
脈
を
継
が
し
め
ん
と
す
る 

（ 

神
秘
的
血
脈
観 

） 

③
僧
も
俗
も
尼
も
女
も
一
句
を
も
人
に
か
た
ら
ん
人
は
如
来
の
使
と
見
え
た
り 

 
 
 
 

（ 

僧
俗
差
別 

 
 

） 

 

※
次
の
説
明
に
あ
て
は
ま
る
も
の
を
語
群
か
ら
選
ん
で
答
え
な
さ
い
。 

 

①
（ 

檀
家
制
度 

 

）
僧
俗
差
別
の
背
景
に
は
日
本
の
仏
教
が
葬
式
仏
教
化
し
信
徒
が
寺
に
従
属
し
た
こ
と
が
あ
げ 

ら
れ
る 

②
（ 

法
華
経
の
敵 

）
大
聖
人
ご
在
世
当
時
で
は
極
楽
寺
良
観
、
現
代
で
は
日
顕
が
あ
た
る 

③
（ 

信
心
の
血
脈 

）
日
蓮
大
聖
人
の
仏
法
に
お
い
て
は
信
心
そ
の
も
の
で
あ
る 

  

檀
家
制
度 

 

日
蓮
正
宗 

 

法
華
経
の
敵 

 

信
心
の
血
脈 

 

立
正
安
国
論 

 

能
化
文
書 

  

※
日
顕
宗
の
邪
義
と
、
そ
の
破
折
の
拠
所
と
な
る
御
書
の
御
文
を
線
で
結
ん
で
下
さ
い
。 

 

① 

法
主
信
仰
の
邪
義
・ 

 
 

・
此
の
世
の
中
の
男
女
僧
尼
は
嫌
う
べ
か
ら
ず 

② 

誤
っ
た
血
脈
観 

・ 
 
 

・
時
の
貫
首
為
り
と
雖
も
仏
法
に
相
違
し
て
己
義
を
構
え
ば
之
を
用
う
可
か
ら
ざ
る
事 

③ 

僧
俗
差
別 

 
 

・ 
 
 

・
信
心
の
血
脈
な
く
ん
ば
法
華
経
を
持
つ
と
も
無
益
な
り 

 


